
 

 学 習 す る こ と 学 習 の ね ら い 

一

学

期 

１「広がる学びへ」 

 

○いろいろな文章に触

れ、言葉の豊かさに気

づく。 

 

２「多様な視点から」 

○文章の構成や展開の

仕方に注意して、内容

を理解する。 

〇豊かな言葉 

３「言葉と向き合う」 

○多様な方法で集めた

情報を比べ、自分の考

えをまとめる。 

書写（硬筆） 

・言葉の表現の特徴に注

意し、感想をもちながら

読む。 

・登場人物の言動や心情

に注意し、作品を読み取

る。 

・漢字の理解を深める。 

・四季の捉え方や作品の

ものの見方・感じ方に触

れる。 

・目的や相手に応じて書

く、話す、聞く。 

・情報の伝え方に関する

文章を読み、自分の考え

をもつ。 

・自立語を理解する。 

・読書に親しむ。 

二

学

期 

４「人間のきずな」 

 

○描写や例示などの効

果に注意して、読みを

深める。 

 

５「論理を捉えて」 

○立場と根拠を明確に

した説得力のある表現

を学ぶ。 

 

６「いにしえの心を訪

ねる」 

○昔の人のものの見方

や考え方に触れ、古典

に親しむ。 

 

７「価値を語る」 

〇観点をもとに比較

し、構成や表現の効果

を考える。 

 

書写（書き初め） 

・表現に即して優しさや

温かさなどを読み味わ

う。 

・人柄や心情を読み取

る。 

・敬語表現の理解を深め

る。 

・気持ちや要件を効果的

に伝える手紙を書く。 

・相手の立場を尊重し、

自分の意見と比較しなが

ら話し合う。 

漢字を正しく読み選ぶ。 

・文章の表現の工夫につ

いて、自分の意見をもつ 

・古典の世界を楽しむ。 

・情景や心情を読み取

る。 

・自分の立場を決め、意

見文を書く。 

・根拠を示し、意見をも

つ。 

・用言の活用について、理

解する。 

三

学

期 

８「表現を見つめる」 

 

○多様な表現に触れ、

自分の経験と重 

ねる。 

・人物の生き方や、考え

方について、自分の考え

を持つ。 

・視点を定めて文体を工

夫し、自分について書

く。 

・付属語について理解す

る。 

・方言と共通語。 
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教科の目標 

１ 社会生活に必要な国語について、 

 その特質を理解し適切に使うこと 

ができるようにする。 

２ 社会生活における人との関わりの 

中で伝え合う力を高め、思考力や 想

像力を養う。 

３ 言葉がもつ価値を認識するととも 

に、言語感覚を豊かにし、言語文 化に

関わり、国語を尊重してその 能力の向

上を図る態度を養う。 

１社会生活に必要な国語について、 

 その特質を理解し適切に使ってい  

る。 

２ 「話すこと・聞くこと」「書くこ  

と」「読みこと」の各領域におい    

て、社会生活における人との関わり の

中で伝え合う力を高め、自分の思 いや

考えを広げたり深めたりしてい る。 

３ 言葉を通じて積極的に人と関わっ 

たり、思いや考えを深めたりしなが ら、

言葉がもつ価値を認識しようと してい

るとともに、言語感覚を豊か にし、言葉

を適切に使おうとしてい る。 

評価の観点・方法 

・授業へ取り組む姿勢や授業を深め広げ

る発言など意欲的な姿勢。 

・作文や感想文など。 

・提出物、小テスト、暗唱など。 

・定期テストなど       で 

      総合的に評価 する。 

・話し合い活動を積極的に行う。 

・教え合い活動を積極的に行う。 

・スピーチや発表を積極的に行う。 

・古典の暗唱を行う。 

・筆ペンで行書に慣れる。 

特色ある学習方法 


